
-1 … … 0

+ 0 -

↗ ↘

 

     

    

 
 

 

2025年東大文□4  

 ≦
 

2
のとき、𝑥2 +  ≦ 𝑦 ≦=  

 

2
𝑥2 + 2,  ≦ 𝑥 ≦  で表される領域𝑇の面積𝑇   は 

 𝑇   = ∫ ( 
 

2
𝑥2 + 2  𝑥2   )𝑑𝑥

1

−1

= 2∫ ( 
3

2
𝑥2 + 2   )𝑑𝑥

1

0

= [ 𝑥3 + 2 2    𝑥]0
1 =  2 + 3 

領域𝑇のうち、𝑦 < 0の範囲にある部分の面積を𝑈   とする。 

 

 2 ≦  <   のとき 

 𝑈   = ∫   𝑥2    𝑑𝑥
1

−1

= 2 [ 
𝑥3

3
  𝑥]

0

1

=  2  
2

3
 

     = 𝑇    2𝑈   =  2 + 3 +   +
 

3
= 2 +

 3

3
 

 2 ≦  <   において、    は単調増加。 

 

  ≦  < 0のとき 
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において極大。 
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のとき 

𝑈   = 0であるから、    = 𝑇   =  2 + 3 
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において、    は単調減少。 

以降、
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<  < 2においても単調減少である。 

 

 

以上により、    の最大値は ∴  ( 
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